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「日中対話」開催さる
未来志向の日中関係の構築に向けて

　１月24日東京においてグローバル・

フォーラムと北京師範大学、浙江大学、

世界資源研究所の共催により日中対話

「未来志向の日中関係の構築に向けて」

が実施された。尖閣諸島問題をめぐっ

て日中関係が緊迫するなかではあった

が、日中の100名を超す研究者、政治家、

ジャーナリストなどが出席し、活発な

意見交換を行った。

エネルギー・環境協力
　セッションＩ「日中環境・エネルギー

協力の新たな展望」では、まず錢翌・

青島科技大学環境与安全学院副院長か

ら「中国は、世界最大のプラスチック

消費国であり、それゆえに膨大な量の

廃棄プラスチック問題に直面してい

る。徹底した廃棄プラスチックのリサ

イクル管理が求められている」との、

次に明日香壽川・東北大学教授から「中

国では近年、温暖化だけでなく大気汚

染に対する意識が大きな高まりを見せ

ているが、一方の日本では関心が非常

に低い」との、３番目に倪亦非・新疆

自治区環境保護庁高級顧問から「ウル

ムチ市においても、大気汚染問題は非

常に深刻だが、現在同市では第12期５

カ年計画にそって、発電、鉄鋼、セメ

ント業界などで『共同制御計画』を策

定し、取り組んでいる」との、４番目

に倉持壮・地球環境戦略研究機関研究

員から「エネルギー供給の点からは再

エネだけでなく、CCS（CO2の回収・

貯留）が重要だ。中国での貯留を想定

した日中CCSチェーンの構築は、今

後の日中協力の一つの可能性だ」との、

５番目に邢有凱・北京アジア太平洋展

望環境発展諮詢中心副主任から「電力

業界は、今後いかにエネルギー消費、

大気汚染物、温室効果ガス排出問題に

取り組むか、を問われている」との、

６番目に金振・地球環境戦略研究機関

特任研究員から「建築技術や省エネ技

術について、日本は高度な技術を持っ

ているので、この分野での日中協力の

可能性に期待している」との、最後に

趙穎臻・世界資源研究所研究員から「地

球環境問題は、世界的規模で考える必

要があり、現在中国が行っているソー

ラー産業や風力産業の海外投資動向は

注目に値する」との、基調報告がそれ

ぞれなされた。

海洋安保と日中協力
　セッションⅡ「非伝統的安全保障に

おける日中協力の新たな展望」では、

まずグレゴリー・ムーア浙江大学公共

管理学院副教授から「自分は中国に滞

在している米国人だが、尖閣諸島をめ

ぐる中日関係を観察すると、両国指導

者の『面子』が大きな要因であり、胡

錦濤国家主席も、野田佳彦首相も、面

子を保つ必要があり、国民からの政治

的圧力を意識せざるを得ない。二人と

も中日の『面子』のバランスをとる難

しい舵取りを迫られている」との、次

に國見昌宏・元内閣情報調査室内閣衛

星情報センター所長から「東シナ海を

『友好の海』にするには、危機管理メ

カニズムを構築することが欠かせな

い。日中双方は、海上における衝突防

止メカニズムを構築せよ」との、３番

目に崔順姫・浙江大学公共管理学院副

教授から「中日両国は、環境問題や自

然災害といった非伝統的安全保障分野

で協力関係を構築することが大事であ

る。との、４番目に伊藤一頼・静岡県

立大学講師から「日中間には既に『事

実上の経済統合』が存在する。両国は

東シナ海の安全な物流を維持すること

に共通の利益を持つはずだ」との、５

番目に宋燕輝・台湾中央研究院欧米研

究所研究員から「中国・日本・台湾間

での東シナ海における非政府組織を中

心とした漁業協力、さらには油田やガ

スの共同調査、共同活用などを推進す

る必要がある」との、６番目に小谷哲

男・日本国際問題研究所研究員から「領

土紛争の存在を認めることは、相手の

言い分を認めることになり、それは力

の行使による現状変更を禁止した第二

次世界大戦後の『不戦秩序』を否定す

ることになるので、賛成できない」と

の、最後に段烽軍・キャノン・グロー

バル戦略研究所主任研究員から「アジ

アにおける安全保障問題の根本原因

は、資源やエネルギーの確保だが、そ

の点で中日の利害は一致している」と

の、基調報告がそれぞれなされた。セッションⅠ議長の廣野良吉教授（中央）

セッションⅡ議長の伊藤剛教授（中央）
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「貧困」はテロの原因なのか
前衆議院議員　緒方　林太郎

　当フォーラムのホームページ（http://www.gfj.jp）上の政策掲示板「議論百出」

への最近３ヶ月間の投稿論文を代表して、下記論文を紹介する。

議論百出から

　新年恒例の第23回世話人会（朝食会）

が１月16日に都内のホテルで開催さ

れ、大河原良雄代表世話人、伊藤憲一

執行世話人のほか、経済人世話人の豊

田章一郎、茂木友三郎、国会議員世話

人の浅尾慶一郎、小池百合子、谷垣禎

一、有識者世話人の島田晴雄、平林博、

渡辺繭と、世話人全員が顔を揃えた。

　また、同時に第９回拡大世話人会が

並行開催され、石川洋・鹿島建設取締

役、半田晴久・世界開発協力機構総裁、

守村卓・三菱東京UFJ銀行副頭取の

経済人メンバー３人も出席した。

　当日は、収支予算・決算案などの審

議・承認に加え、長らく空席であった

常任世話人に平林博有識者世話人を選

任した。平林常任世話人は、駐米公使、

外務省経済協力局長、内閣外政審議室

長、駐印・駐仏大使

等を歴任後、退官し、

2009年より日本国際

フォーラム副理事長、

2011年より当フォー

ラム有識者世話人を

務めていた。

12月１日、２月１日　『GFJ E-Letter』

発行

１月１日　『メルマガ・グローバル・

フォーラム』発行

１月９日　第19回補佐人会

１月16日　第23回世話人会・第９回拡

大世話人会

１月23－24日　日中対話「未来志向の

フォーラム活動日誌（12－２月）

日中関係の構築に向けて」（胡濤

（HU Tao））北京師範大学客員教

授・世界資源研究所主任研究員等

102名、東京にて）

２月20－21日　日・黒海地域対話「日・

黒海地域協力の発展に向けて」

（Victor TVIRCUN黒海経済協力

機構事務総長等89名、東京にて）

・ ・ ・

　昔から疑問に思っていることの中

に、テロの原因があります。よく見聞

きするのが「貧困がテロの原因である」

という分析です。私はそもそもこのあ

たりに誤解があると思っています。単

純な議論ですが、本当に貧困がテロの

原因であれば、テロが起こるのはまず

は最貧国と言われる国でしょう。しか

し、事実はそうではありません。むし

ろ、そこそこリッチな国の方がテロが

起きやすいとすら言える面もありま

す。

　そういう理屈に立つと、例えば、

ODAの増減とテロの間に有意な関係

を見出すことは困難です。私はテロの

原因は、「（何か大事なものを）剥奪さ

れているという感情」だと思います。

その「大事なもの」が何なのかという

のは、時と場合によって異なりますが、

いずれにせよ、その感情から来る「や

るせないフラストレーション」を原因

として、そこから「すべてを無差別に

壊してしまおう」という動機が醸成さ

れるのではないかと見ています。

　その「何か大事なもの」というのが、

イスラム世界では「中東和平」なのか

もしれません。勿論、その剥奪されて

いるという感情の中には「貧困」とい

う要素が入ってくるとは思います。た

だ、それがテロ行為に繋がるかという

と、直截的にはそういうことにはなり

ません。ましてや、「イスラム」その

ものがテロの原因だと言わんばかりの

議論は到底首肯することができませ

ん。

 （2013年２月18日付投稿）

２/22「アフガニスタン撤退をめぐる英

国流後始末」（六辻彰二）

１/25「『日中対話』に参加して」（池尾

愛子）

１/25「グローバル・フォーラムの『日

中対話』に出席して」（堀江正彦）

１/13「トレーニンの４島返還論をめぐ

って」（袴田茂樹）

１/22「『安心できる老後』は実現可能

か」（石崎俊雄）

12/12「総選挙終盤へ、これで国民の信

を得られるのか」（尾形宣夫）

12/10「メドベージェフ露首相、来春に

も辞任の予測！」（飯島一孝）

12/３「中国封じ込めと新たな日米関係

への取組み」（大井幸子）

最近３ヶ月間で注目されたその他の論文

―・・・―

平林博常任世話人に

■昇任世話人、新規メンバーの紹介

 （12－２月分、入会順）

【常任世話人】平林博

【経済人メンバー】守村卓

【有識者メンバー】朝海和夫、石郷岡

建、宇山智彦、植田隆子、香川敏幸、

竹中繁雄、東郷和彦、蓮見雄、服部倫

卓、廣瀬陽子、本田悦朗、本村真澄、

湯浅剛、吉崎知典、渡邊頼純

平林　博
常任世話人

拡大世話人会のもよう

13-03-007　グローバルフォーラム会報第54号.indd   213-03-007　グローバルフォーラム会報第54号.indd   2 2013/03/21   17:24:202013/03/21   17:24:20


	グローバル・フォーラム会報　2013年春季号
	「日中対話」開催さる未来志向の日中関係の構築に向けて
	議論百出から
	最近３ヶ月間で注目されたその他の論文
	平林博常任世話人に
	フォーラム活動日誌（12－２月）
	■昇任世話人、新規メンバーの紹介



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


